
事業概要シート
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【事業の目的・概要・対象】

【背景】

28,965 千円

27,230 ≫千円

国庫支出金 千円
県支出金 千円
地方債 千円
その他 千円
一般財源 28,965 千円

担当課 教育委員会　学校教育課 課長 梅田　幸助

担当者 松尾　卓賢 問合せ先 0957-53-4111（内線373）

施策 0202 小・中学校教育の充実
≪≫の金額　現年度当初・補正予算、前年度繰越額の合計
　　　　　　※補正予算要求時は今回の補正予算額を除く
　　　　　　※次年度予算要求時は次年度繰越額を除く

事業名 子ども読書活動推進事業 現状維持 予算額

事業期間 平成24年度 ～ 財
源
内
訳

根拠法令
要綱等

学校図書館法、学習指導要領　総則

　大村市が目指す「豊かな学力」「確かな育ち」「多様な感性」をもった児童生徒を育成するため、学校司書
を配置し、学校図書館の蔵書・資料等の整理や「読書センター」、「学習センター」、「情報センター」とし
ての機能の充実を図ったり、学校図書館の環境を整備し、言語活動や探求活動、読書活動を推進したりしてい
る。
　現在、学校司書１５名のうち６名が２校兼務という状況にある。学校司書の業務が多様化し、そのニーズも
高い中、各学校専属の学校司書配置が必要である。

【目的】
　児童生徒の「豊かな学力」「確かな育ち」「多様な感性」を育むため、学校図書館ネットワークシステムを
活用するとともに、学校司書を配置することで学校における図書館教育の充実を図る。
【概要】
（１）学校司書が常駐し、各小・中学校の学校図書館における蔵書整備や読書センター、学習センター、
　　　情報センターとしての機能の充実等、本と子どもをつなぐきめ細やかな取組を行う。　　　
（２）学校図書館ネットワークシステムを活用し、利用しやすい図書館づくりを行う。
（３）大村市立図書館（ミライｏｎ）との連携を図る。
【学校司書の役割・仕事】
　図書の整理、図書の貸出・返却対応、児童生徒や教員への図書の紹介（個に応じた図書の紹介）、おすすめ
の本の紹介ブースの設置、児童生徒や教職員からの図書に対する質問への対応、図書の購入、学校図書館の環
境整備、図書の修繕・廃棄など。
【対象】
　教職員及び児童生徒
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・学校司書を配置

・司書教諭と連携

・市立図書館（ミライｏｎ図書館）
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【活動指標】

①

②

【成果指標】

①

②

【予算・決算】（千円）

指標名 単位
Ｒ６
(実績)

Ｒ７
(計画)

Ｒ８
(計画)

Ｒ９
(計画)

Ｒ１０
(計画)

学校司書の数 計画値 人 15 15 15 15 15

学校司書の配置校 計画値 校 21 21 21 21 21

指標名 単位
Ｒ６
(実績)

Ｒ７
(計画)

Ｒ８
(計画)

Ｒ９
(計画)

Ｒ１０
(計画)

学校図書の貸出数 計画値 冊 647,418 648,000 649,000 650,000 650,000

計画値

事業費は当初・繰越・補正予算の合計額

年度 Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８ Ｒ９ Ｒ１０ 合計
事業費 23,653 24,541 27,230 28,965 28,965 28,965 162,319

国庫支出金 0
県支出金 0
地方債 0
その他 0
一般財源 23,653 24,541 27,230 28,965 28,965 28,965 162,319
人件費 1,454 1,454 1,454 1,454 1,454 1,454 8,726
職員(人) 0.20人 0.20人 0.20人 0.20人 0.20人 0.20人 1.20人

時間外勤務(h) 0h 0h 0h 0h 0h 0h 0h
会計年度任用職員(人) 0.00人
フルコスト 25,107 25,995 28,684 30,419 30,419 30,419 171,045

妥当性
(市の関与)

　市立小・中学校の図書館の利用環境を整えることは、国の動きからも教育上欠かせないものであ
り、市の関与の必要性は高い。また、学校司書を配置することにより、児童生徒の読書環境が整備さ
れ、子どもたちが読書だけでなく、調べ学習等にも積極的に利用したくなる魅力ある学校図書館づく
りにつながる。今後も、市立図書館とも連携し、より一層の充実を図る。

有効性
(施策貢献度)

　学校司書の配置により、司書教諭との連携も図られ、学校図書館の環境整備が充実すると
ともに、利用率も高くなる。それに伴い、読書に対する児童生徒の意欲が高まり、貸出冊数
や読書量の増加、各教科の授業等での積極的な活用につながるものと考える。また、そのこ
とは「豊かな学力」「確かな育ち」「多様な感性」の育成につながるものである。

効率性
(コスト)

　学校図書ネットワークシステムについては、保守料のみであり、削減の余地はない。

1次評価 担当者意見のとおり

2次評価 一次評価者意見のとおり


